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問　

平
成
二
十
五
年
度
の
収
支
見

通
し
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答　

平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算

は
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
す
る
が
、

現
時
点
で
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
県

税
及
び
実
質
的
な
地
方
交
付
税
を

二
十
四
年
度
当
初
予
算
と
同
額
程

度
確
保
で
き
て
も
、
歳
出
に
お
い
て
、

社
会
保
障
費
や
公
債
費
な
ど
、
義
務

的
経
費
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
四
百
三
十
億
円
程
度
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
一
層
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
の
活
用
や
、
退
職
手
当

債
な
ど
の
特
例
的
な
地
方
債
の
発
行

な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。

成

田

空

港

問　

成
田
空
港
へ
の
県
内
か
ら
の
公

共
交
通
ア
ク
セ
ス
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
県
と
し
て
、
成
田
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

成
田
空
港
へ
の
県
内
か
ら
の
公

共
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
京

成
・
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
開

業
に
加
え
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
に
合
わ

せ
て
新
た
な
高
速
バ
ス
路
線
の
運
行

が
始
ま
る
な
ど
、
利
便
性
は
向
上
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

財

政

財

政

　

県
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
に
よ

る
国
内
線
の
新
規
就
航
を
は
じ
め
、

年
間
発
着
枠
三
十
万
回
化
に
伴
う

旅
客
の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
民

が
よ
り
一
層
、
成
田
空
港
を
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
新
た
に
発
足
す

る
予
定
の
（
仮
称
）
成
田
空
港
活
用

協
議
会
と
も
連
携
し
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

防

災

支

援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問　
「
防
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

本
構
想
」
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
県

外
か
ら
の
広
域
応
援
を
、
迅
速
か
つ

柔
軟
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
県
で
は
、

「
防
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
本
構

想
」
を
策
定
し
、
学
識
経
験
者
、
支

援
機
関
や
医
療
機
関
の
関
係
者
な
ど

を
構
成
員
と
す
る
「
防
災
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
検
討
会
議
」
を
設
置
し
た
。

  

平
成
二
十
四
年
度
は
、
検
討
会
議

に
お
い
て
、
専
門
的
な
意
見
を
得
る

と
と
も
に
、
市
町
村
等
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
救
援
部
隊
や
救
援
物
資

の
保
管
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
面
積

や
、
広
域
防
災
拠
点
に
適
す
る
施
設

に
つ
い
て
、
整
理
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
施
設
管
理
者
等
の
承
認

を
得
て
広
域
防
災
拠
点
を
確
定
す

る
と
と
も
に
、
基
本
構
想
で
定
め
た

七
つ
の
ゾ
ー
ン
の
支
援
能
力
を
評
価

す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
策
を
平
成

二
十
五
年
秋
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
。

帰
宅
困
難
者
対
策

問　

帰
宅
困
難
者
対
策
で
の
千
葉

県
と
国
土
交
通
省
、
首
都
圏
各
都
県

と
の
情
報
共
有
化
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

帰
宅
困
難
者
対
策
の
基
本
原

則
で
あ
る
「
む
や
み
に
移
動
を
開

始
し
な
い
」
と
い
う
行
動
ル
ー
ル
の

実
践
や
、
安
全
な
帰
宅
の
た
め
に
は
、

国
や
都
県
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携

し
、
帰
宅
困
難
者
に
対
す
る
情
報
提

供
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
県
も
参
加
す
る
首
都
直
下
地

震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
の

最
終
報
告
で
は
、
危
険
回
避
の
た
め

の
情
報
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
関
係

機
関
が
共
有
し
帰
宅
困
難
者
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

九
都
県
市
首
脳
会
議
に
お
い
て
も
、

徒
歩
帰
宅
支
援
の
た
め
の
情
報
を
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
、
共
同
で
提
供
し
て
い
る
。

　

帰
宅
困
難
者
が
、
む
や
み
に
移
動

を
開
始
し
な
い
た
め
、
ま
た
、
安
全

に
帰
宅
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
情

報
を
、
適
切
な
段
階
で
提
供
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
国
や
九
都
県
市
と

連
携
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

福
祉
避
難
所

問　

市
町
村
に
お
け
る
福
祉
避
難

所
の
指
定
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

県
内
で
は
、
平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
現
在
、
二
十
市
町
村
で

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
を
中
心
に

三
百
四
十
箇
所
が
福
祉
避
難
所
と
し

て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
三

年
に
比
べ
、
市
町
村
数
で
七
、
箇
所

数
で
百
九
十
四
増
加
し
て
い
る
。
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て

指
定
を
行
う
予
定
の
市
町
も
多
数
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
福
祉
避
難
所

の
指
定
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

県
で
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
運
営
の
手
引
き
」
を
作
成
し
、

福
祉
避
難
所
の
指
定
に
関
す
る
考
え

方
を
市
町
村
へ
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
指
定
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
く
。

が

ん

対

策

問　

県
と
し
て
、今
後
、が
ん
対
策
を

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
、
県
で
は
、
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
「
千
葉
県

が
ん
対
策
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た

が
ん
検
診
、
が
ん
医
療
、
在
宅
が
ん

緩
和
ケ
ア
の
専
門
委
員
会
で
の
、
現

計
画
推
進
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
た
対
策
に
加
え
、
国
の
基
本
計
画

に
お
い
て
新
た
に
追
加
さ
れ
、「
千

葉
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
案
」
で

も
示
さ
れ
て
い
る
が
ん
教
育
や
小
児

が
ん
対
策
な
ど
も
、
盛
り
込
む
方
向

で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

二
十
四
年
度
末
を
目
途
に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
策
定
さ
れ
た
新
計
画
に

基
づ
き
、
が
ん
対
策
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。新

エ
ネ
ル
ギ
ー

問　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

の
た
め
に
は
、
事
業
者
や
家
庭
な
ど

民
間
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
引

き
出
す
よ
う
な
県
の
支
援
が
重
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

民
間
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
を
進
め
る
た
め
に
は
、
県
の
支
援

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

事
業
者
に
対
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、

国
の
基
金
を
活
用
し
た
補
助
な
ど
を

通
じ
、
事
業
展
開
を
支
援
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
家
庭
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
補
助
を
開
始

し
、
平
成
二
十
四
年
度
は
補
助
の
予

算
額
を
大
幅
に
拡
充
す
る
な
ど
の
支

援
を
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る

取
り
組
み
が
一
層
進
む
よ
う
、
県
民
や

事
業
者
、
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

日

中

関

係

問　

最
近
の
日
中
関
係
の
影
響
を

踏
ま
え
、
県
で
は
、
県
内
中
小
企
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
、
中
国
に
偏
る
こ
と
な
く

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
親
日
的
な
地
域

に
お
い
て
、
観
光
客
の
誘
致
や
販
路

拡
大
に
関
す
る
県
の
積
極
的
な
支
援

を
期
待
す
る
声
も
多
く
、
県
で
は
千

葉
銀
行
と
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
現
地
情
報
の
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

含
め
、
ア
ジ
ア
の
新
興
国
を
中
心
に
、

観
光
客
の
誘
致
や
海
外
販
路
の
拡
大

に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を

技
術
的
に
支
援
す
る
た
め
、
本
県
を

含
む
一
都
四
県
で
「
広
域
首
都
圏
輸

出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
相
談
体
制
の
拡
充
を
図
っ
た
。

　

今
後
も
、
適
宜
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
県
内
中
小
企
業
の
海
外
展
開

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
情
報
提
供
や
支
援

策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

観
光
立
県
ち
ば

問　

ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン

の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
を
観
光

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
「
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ

ン
」
で
は
、
約
一
万
四
千
人
も
の
ラ

ン
ナ
ー
を
、
約
三
十
一
万
人
の
沿
道

の
応
援
者
や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
支
え
る
な
ど
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ

観
光
の
新
た
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

千
葉
県
は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、
平
坦
な
地
形
が
多
い
こ
と
か
ら
、

「
館
山
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
」
を
は
じ
め
、

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ち
ば
」
や
白
子
町
の

テ
ニ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
富

津
公
園
と
昭
和
の
森
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
観
光
庁
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
支

え
る
地
域
の
人
々
の
お
も
て
な
し
の

心
を
、
景
観
や
食
、
文
化
な
ど
と
同

様
に
本
県
の
観
光
資
源
の
一
つ
と
し

て
捉
え
、
よ
り
一
層
、
本
県
観
光
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

農

業

用

水

問　

今
後
、
農
業
用
用
排
水
施
設
の

老
朽
化
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答　

用
排
水
施
設
の
老
朽
化
対
策

に
お
い
て
は
、
長
寿
命
化
に
よ
り
事

業
費
の
縮
減
や
平
準
化
を
図
り
な
が

ら
、
計
画
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
日
常
管
理
と
定
期
的

な
整
備
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
耐

用
年
数
を
超
え
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
や
機
能
低
下
の
調
査
を
実

施
し
、
将
来
の
維
持
管
理
費
が
最
小

に
な
る
よ
う
、
最
適
な
機
能
保
全
対

策
を
、
緊
急
度
・
重
要
度
に
応
じ
て
、

順
次
、
実
施
し
て
い
く
。

　

用
排
水
施
設
は
、
本
県
の
農
業
生

産
を
支
え
る
生
命
線
で
あ
る
た
め
、

県
と
し
て
は
、
老
朽
化
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
本
県
農
業
の
さ
ら

な
る
発
展
に
努
め
て
い
く
。

人

材

育

成

問　

県
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

答　

児
童
・
生
徒
が
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
す
る
た

め
に
は
、
豊
か
な
語
学
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
等
を
育
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
を
実
施
し
、
留
学
に
要
す
る

経
費
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
高
校

生
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
育
成
に
向
け
た
効
果
的
指

導
方
法
等
の
研
究
と
、
教
員
へ
の
研

究
成
果
の
普
及
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
、

引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

このステッカーが貼られているところでは、災害発生時
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